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Measurement of Total Amounts of Cinnabar found 
in Nishitani Tumuli Group in Nodagawa-cho， 
Kyoto Prefecture. 
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Nishitani Tumuli Group loc畠tedin Nodagawa-cho， Kyoto， Japan， was constructd in 3 
century A.D.. It was found that the soil under the rotten wooden coffins in some burial 
mounds within the group contained very small amount of cinnabar (HgS). Photometric 
2十determination of Hg-' with dithyzone was applied to quantitative analysis of the cinnabar. 
Total amounts of 4.7g and 4g cinnabar was respectively measured in the soil of the burial 
mounds. This result newly indicates that a small amount of cinnabar was dedicated to the 
dead on the funeral service in 3 century A.D .
緒
京都府与謝郡野'回JIIllJでは，府道官津八鹿線の交通
澄緩和の道路計画のために町内遺跡分布調査が行なわ
れ，野EBJI西岸地区の字岩屋小学磁谷において，工事
によりほぼ半ば失われた尾根筋で，弥生時代終米期の
5段の階段状地形の存在と，姦嬢とみられる土腐の落
ち込みが確認された.その西谷墳慕群について，工芸評
で削られたE菱商に残存した 2号墓， 3号墓， 4号主主を
対象として，記録保存のため発銀潟査が昭和63年 2'"
3月に実施された.
2iき墓からは;;j王将蕊葬の慕綴uまと土主義2基が発見
* (第16綴): j民感)1女子大学紀要(第35:11ミ〕草案学編 所奴
され，装飾器台，高杯，鉢，遊などが出ゴこした.オ二綴
のうち l蕊(こと機3)より出ごとした登内には，赤色顔
料状物質が諮められており，高杯で義がなされた状態
であった.一方， 34ま慕からは，墓綴 4裁が検出さ
れ，第 1主体の木総痕跡からは紫合，高杯などの破片
が散乱して出土し，また，棺内位震まからは，全部に敷
いたので市まないかとみられる赤色顔料が認、められた.
4-1予墓からは，基主主選3主主と慕草案状の輪郭が発見され，
そのうちの第 1主体部では，壊ゴ二上部で談合，商事事な
どの供献土器の破片が散乱し，*棺痕内からは鉄剣な
どの出土とともに赤色顔料が認められた.
今回 3号墓と 4号墓から検出された赤色顔料とそ
の周辺土壌，および2号募出土の査の中に詰っていた
赤色顔料状土主義試料について，化学分析よる材質鍛定
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を依頼された.そこで，まず，筆者らの常法lとする
ろ紙クロマトグラフ法と検出試薬による微設定性分析
を適用して，水銀~ミ (HgS) とベンガラ (Fe203) につい
ての判定を行なった.その結果，水銀朱(HgS)の含有
が切らかになった2号墓出ニi二の後内の赤色顔料状土援
については，赤色直}{料潔材としての材質にかかわる定
量分析を行い，とくに，水銀糸については， 3号議第
l::l三体部のこと接試料，ならびに， 4号墓第l主体部の
土嬢試料とともに，試料中の HgS総2設を算出し得た
ので報告する.
2 西谷墳墓群の墓壊土壌などに認めら
れた赤色顔料物費の微量定性分析
2・1 試料の外観および分析用試料の採取
試料 1 西谷2'i'子墓潟i玄の主主成よりrJ:1ごとの査(お停で
蓬をした状態〉のやに詰っていた赤色顔料で，砂お
よび小石を合む赤茶色の赤色顔料物質(全長35g). 
そのもっとも赤色の顕著な部分10rngを2の徽泣定性
分析月Jの試料とする.また， 3の材質定設分析}有試
料の銅製は3・lの岐に記i設する.
試料2 ílJî谷 3~子落第 l 主体部*総痕跡l底部より係取
の，赤色護資料の綿粒にまみれた小石を含む亦!沫をお
びたこと嬢(144g).そのもっとも赤色の顕著に識別
される部分10rngtr:2の微法定性分析朋の試料とす
る.また， 3の材質定鐙:分析月J試料の調製は3・1
の項に記絞する.
試料3 fi!j谷4号墓第Li三休日告より採取の，僅微に赤
13顔料らしきものがみられる赤褐色の砂質ゴ二(擦を
含む)(60 g).そのもっとも赤色の顕著な部分10rng
を2の微量定性分析用の試料とする.また3の材質
定金分析用試料の調整誌は3・1の夜十こ記殺する
試料4 関谷2考基南区危機2の横B-15に援する主
休部外の土嬢(対日程ゴ二嬢)で，淡紫灰色砂質上 (609
g) .その10rngを分析用試料とする.
試料5 筒谷2号慕南区二i二塁夜2の横B… lに援する主
体部外の土擦で(対照、土壌〕で，淡策!灰色砂質こと
(370 g).その10rngな分析用試料とする.
試料6 西谷2号墓第lヨ三休部土華道9の木棺痕跡内の
鉄器(133)を含んでいた裁褐腎灰色砂質土 (938
g) .その10rngを分析用試料とする.
試料7 西谷2号墓第 1-=主体部こと城9の木棺痕跡内の
芸者褐色砂質土 (445g).その10rngを分析用試料とす
る.
試料8 鶴谷2号墓第 1主体部士主義 9のi也1のこと嬢
(対照二i二壌).小石毛ピ含む茶色土(195g) その10rng
を分析用試料とする.
試料9 jJ{i幸子3~J墓第 l 主体部土器官 6 -1の木総痕跡
内l底部の1音黄褐色砂質土(319g).その10rngを分析
用試料とする.
試料10 fi!j谷3号慕第 1主体部ゴ二級6-1の上告山の土
援〈対照ゴニ嬢).小石に滋む褐色砂質二1:(472g).そ
の10rngを分析潟試料とする.
試料1 商谷 4~号裟磁区第 l 主体部土綴 2 の木棺
淡毒事内より出土の欽援を含んでいた亦褐色砂'lIJ:土
(540 g).その10rngを分析用試料とする.
試料12 凶谷4号慕凶区第 1主体部土星発2-1の地山
のこと嬢(対照士長室).砂質褐色土 (325g).その10rng
を分析月1試料とする.
試料13 関谷4号慈第l主体;潟水松痕跡内l底部の1ft;
灰色砂質土(1050g).その10rngを分析j召試料とす
る.
試料14 fi!j谷3号慕より出土の勾玉〈石氏ガラス〕よ
りはがれた赤色顔料務j十(10rng).その 3r隠さピ分析
試料用とする.
試料15 関谷3JUトArteごとの管支に付済していた少哉の
赤色顔料から， 3 rngを鍛主トで‘校;む深く採取して分lfr
1羽試料とする.
2・2 分析用試料検液の作製
上記採取試料をそれぞれガラス尖形管に移し，淡1il'i
駿 1滴と淡境酸3摘を加え，力n混し，駿可溶性成分を
溶解させたのち，過ご当i設の蒸溜水を加えて遠心分離機
にかけ，酸不溶性成分から分離したと澄液は加熱波織
して，ろ紙クロマトグラフ}干Jの試料検液とする.試料
検液の番号は，試料主寄号にそれぞり対応させる.
2・3 ろ紙クロマトグラフ法と検出試薬によ
る是色反応からの赤色顔料成分の確認
東洋ろ紙No.51B(2cmX40c田〕を使用し，ブタノー
ル硝綴酸を展開溶媒として，試料検波と，対!肢の鉄イ
オン (Fe3+)およびと水銀イオン (Hg2十)の標準淡
を，同条件下で波間した.
展開の終ったろ紙をOR乾してから縦に二分し，その
-15は，検出試薬として 1%ジフェミルカルパジドの
エタノーノレ溶液をIJit援してからアンモニア蒸気に燥
し，もう一方には，検出試薬として0.05%ジチゾンの
クロロホルム溶液をl政務して，それらの際に，ろ紙上
に発現するそれぞれの長色スポットの位置〈即値で表
現する〉と色調を検した
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j二記試料検波，ならびに，対照、イオンの標準液につ 記のT且ble1 ， Table 2のとおりである
いて得られたろ紙上のスポットの Rf綴と色調は，下
(1) ジフェニノレカルパジド・アンモニアによる検出:
CHg2+は紫色， Fe3+は紫褐色のスポットとして検
出される.)
Table 1. ジフェニルカルパジドによる長色スポット
のRf値と色調
試料検液 l 
試料検液 2 
試料検液 3 
試料検液 4 
試料検液 5 
試料検液 6 
試料検1夜 7 
試料検液 8 
試料検液 9 
試料検淡 10 
試料検液 1 
試料検液 12 
試料検液 13 
ぉ;料検括支 14 
i試料検波 15 
Hg"際司iェ液
Fe3;標準液
2・3 判定
0.12 C紫褐色〕
0.14 C紫褐色〉
0.14 C紫褐色)
0.15 C紫潟色〕
0.16 C紫褐色)
0.18 C紫褐色)
0.15 C紫褐色)
0.17 C紫褐色)
0.17 C紫褐色)
0.17 C紫褐色〕
0.18 C紫潟色)
0.18 C紫褐色)
0.17 C紫褐色)
0.11 C紫褐色〉
0.10 C紫褐色)
0.13 C紫褐色)
0.92 C紫色)
0.93 C紫色〕
0.93 C紫色)
0.92 C紫色)
0.88 C紫色)
0.89 C紫色)
以上の結栄の通り，目立谷境墓1ft:おこtの赤色室長料に到
する試料15磁のうち，試料1. 2， 3および，勾去と
よft3iより採取した試料14，15，からは， h3+とHg2+
がともに検出され，それらの試料中には水銀朱
(HgS)が含まれることがわかった.池山土嬢を含めた
それ以外の試料からは， PE3+のみが検出されHg21は
検出されなかったので，赤色顔料としてはベンガラ成
分 CFe203) しか存在しないことがわかった. 2号墓
:11二kの夜の中の赤色顔料はi也札!などと比較してみる
と， Fe3十のスポットの髪色よりはHg併の禁色が濃い
ので水銀朱の合f誌がかなり高いのではなし、かと考えら
れる.
弥生時代終末期の;丹後地方の墳丘墓で，家父長的な
槻葬施設やj立物から，このように少抵の水銀朱の使股
例が確認された事実は，すでに筆者らが化学分析で検
出したことのるるこの地方の初期古墳の，木特;直葬棺
榔での水銀朱の使flf日u2へと波及してゆく潟俗への，
(2) ジチゾンによる検出 CHg2+は綾色スポットと
して検出され， Fe3十は反応陰性のため~色せず.) 
τable 2 ジチゾンによる墨色スポットのRf値と色調
試料検液 l 0.92 C後色)
試料検液 2 0.94 C綴色)
試料検波 3 0.94 C燈色〉
試料検液 4 呈色スポット発現せす、
試料検液 5 ~色スポット発現せず
試料検液 6 長色スポット発現せず
試料検波 7 設dスポット発現せず
試料検波 8 虫色スポット発現せず
試料検液 9 黒色スポット発現せず
試料検波 10 塁色スポット発現せず
試料検液 1 塁色スポット発現せず
j試料検淡 12 塁色スポット発現せず
試料検波 13 22色スポット発滋せず
試料検波 14 0.92 C燈色)
試料検波 15 0.87 C燈色)
Hg'弘明主液 0.89 C燈色)
Fe"標準語主 虫色スポット発現せず
先行{9Uとして注目される.
3 西谷墳墓群の埋葬遺構出土の赤急顔
料状物質の材質(ベンガラ成分 Fe203
と水銀朱 HgS)定量分析
2.の分析実験の結5誌のとおり，今回分析した凶谷
境姦鮮の数基の峻葬i堂本蒋から採取された赤色顔料にか
かわる土接試料13務中のH議(試料 1~ 3)だけに
は，水銀朱 CHgS)が含まれでいることが判った.そ
のなかで， 2号主主出土の査のなかの赤色顔料を含む試
料〈試料1)は，外観観察においても均一的な紅赤色
の色調がかなり顕著で、，ろ紙クロマトグラフでの
Hi十の塁色スポットの紫色も淡く，水銀朱の会右主将
も商いのではないかとそ予想された.そこで， HgS合殺
の定量:を試みた.なお，試料土援の色調が，水銀9.ミ
CHgS)によるほかに，どの程度土波中のベンガラ成
分 CFe203)に由来しているかを知るために， F巴203
合設の定i設も行なった.さらに，少量ながらも水銀朱
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の含有が確認された試料2，3についても，密葬儀礼
特における水銀朱使用量の実態を推定する資料を得る
怠図をもって，問様の定i設分祈念適用した.
定還に際しては各試料土機全訟を，一段ふるい分け
によってA，B， Cの梨1小中3種の粒皮の試料に分限
し，このA~C分闘のそれぞれについて丹鎖倒分法に
よる一定少設の試料を採取し， HgSとFe203の定盈
を行なった.このようなふるい分け操作を加えること
により，試料土嬢中の水銀朱混在の突態がより合潔的
にlA解できるものと考える.
3・1 分析用試料の調製
試料 1~3 のそれぞれを，ふるい自の開きが0.3回m ，
0.85m酷， 2.0mmのふるい(会ふるいは『第十一改正日本
薬局方』の50号， 18号， 8.5母ふるいに総当〕にJ[演次か
けてふるい， 3種類の粒皮の粒子鮮に分i箇iし， 0.3mm 
自を通過したものせどそれぞれ試料 l-A，2-A， 3 
-A， 0.85mm自主ピ通過したものをそれぞれ試料 1
B， 2-B， 3-B，2.0闘を通過したもっとも大きい
粒度のものをそれぞれ試料 1…C，2-C， 3-Cと
する.
次に，各分画試料を80'Cで2i時!日]乾燥する.これら
の分間試料について，筆者らの常法lである 「水銀糸
の合設の定量とベンガラ成分合抵の定盆」を適用し
た.
3 . 2 水銀朱 HgSの定蚤
各分闘試料500rngをそれぞれ50mlのどーカーに精密
に量り取り，波塩酸 3ml淡fi隠酸 1mlを加えて水浴中
で，短時間加滋する.蒸溜水を適当少量加え，可溶性
成分の溶けている溶液と君主不溶性成分とをガラスろ過
器でこしわけて，数不溶性成分は少数の蒸溜水で吸引
ろ過して洗う.さきのろ液と上記洗液を合わせ，これ
に蒸溜水を加えて正確に200mlとする(以下これを
「原液j という). 
原液を一定量とり pH1 ~2 の塩酸酸性とし，蒸潟
水で正確に測定に適した倍数に希釈する.これを測定
期試料検液(以下単に f検液jという〉とする.内容
最100mlの分液ロートに検液20mlを正確にばかりとり
ジチゾンのクロロホルム溶液 (O.Olrng/ば)20mlを正
確に加えて振とうしクロロホノレム腐を分取する.(こ
のとき，ク口ロホルム)習はジチゾンの色(汚青緑色〕
をなお一部保持していることを必要とする.)この液
に Na2S04 (無水〕を適当量加えて乾燥した後，測定
波長490nmで吸光度を測定する.別にHg2+の濃度が
1 ~ 5ppmの Hg2十標準液系列について同様の操作
を行なって得た吸光皮から検長線を作製し，検液の吸
光度合それと対照することによって検液中の Hg糾濃
度が求まり，これに希釈倍数を采じて「原液Jの
Hg2+濃度を求め，さらにl京液f訟を乗じることによっ
て原淡中の Hg2+滋すなわち「量り取った分厨試料j
lニドの Hg2+が算出される.つぎにその Hg2+漫に換算
係数 (HgS/Hg口 237.7/200. 6 = 1. 159)を乗じる
と，同試料500rng中のHgSの殺と・その合致%が得られ
る.
3・3 ベンガラ成分 (Fe203)および共存する
土壌主要成分の定議
各分画試料 1gを精密に盆り取ってそれぞれのビー
カーに移し，談主筆駿40mlを加えてゆるやかに 1待問加
熱する.(最後に波硝酸 1mlを添加する).ついで，隊
司ミ溶?生成分を，あらかじめ精秤してあるガラスろ過認
で吸引してこし分け，少数の蒸溜水で洗浄後分離す
る.ガラスろjJi!J務上の酸不溶性成分(ケイ駿坂綴)は
乾燥状態において秤量する.ろ過した溶液の方は上記
の洗浄液と会わし，蒸溜水でlEl務に250mlに希釈して
から二分する.その一方の200mlは，アンモニアを加
えてアルカリ性にし，その際析出する金属水綬化物の
沈澱をろ紙上にこし分け，蒸溜水で、洗浄し，ろ紙ごと
加熱乾燥した後，ノレツボに移して 1時間然灼沃化す
る.ノレツボ内に残る物質(金属激化物)を秤設すれ
ば，産主化鉄 (Fe203)と酸化アルミニウム (AI203)の
総f設を得る.二分した残余の50mlについて，その中の
一定量ずつ(l@]に20mlで、2回実数する)をとって，
ヨウ索法鴻主主を利用して欽成分 (Fe3+)の主主殺を行な
い， Fe203の最に換算する.さきの Fe203とAl203の総
量から Fe2031設を室長し引けば Al203I誌を求めうる.
このようにして得られる酸不溶性成分，酸百I務官Eの
酸化鉄 (Fe203)，酸可溶性の酸化アルミニウム (A12ャ
03)の各成分最の採取試料蚤に対する比をとることに
より，試料土嬢中の各成分の合;澄%が算出される.こ
れらの値がこと擦のこと質判定の資料となる.
ほかに，土嬢の特徴を調べる一助として，カルシウ
ム (Ca)・マグネシウム (Mg)・チタン (Ti)につい
て原子吸光分析法で定量分析を行ない，それぞれ教化
カルシウム (CaO) ・酸化マグネシウム (MgO) ・酸
化チタン (Ti02)の会設%として算出する.
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3・4 分析結果 試料土壌〔試料 1~ 3)の分析値は， Table 3に示すと
3・2と3・3の操作にしたがって，今回分析した おりである.
関谷境基i洋の寝葬透*$まから検出された水銀朱を含む3
Table 3. f1!j谷壌墓群壊葬遺構出土3試料〔試料 1~ 3)の赤色顔料物質の材質分析
化学分析値
分蘭試料 霊安不溶性成分 三主姿成分(%) 徴澄成分(%) 成分小計
(g) (%) Fe，03 Al，03 HgS CaO MgO TiO， (%) 
1 -A ( 9.0g) 57.63 2.44 9.85 24.00 。 0.09 0.15 94.16 
1 -B ( 9.2g) 66.36 3.69 7.73 21.67 。 0.16 0.16 98.77 
1-C(5.6g) 81.86 2.44 5.30 8.19 。 0.15 0.10 98.04 
2 -A ClO.9g) 81.23 2.35 8.02 3.33 0.01 0.21 0.20 98.35 
2 -B (38.6g) 80.94 3.48 7.31 4.02 0.01 0.33 0.24 96.33 
2 -C (40.2g) 85.72 2.58 5.66 2.53 0.01 0.18 0.13 96.76 
地w(対照) 86.21 2.58 5.80 0.02 0.01 0.16 94.78 
3 -A ( 8.8g) 80.66 4.13 8.48 2.79 0.01 0.25 0.21 96.53 
3 B Cl2.4g) 82.81 3.94 7.59 2.20 0.01 0.40 0.21 97.16 
3 C Cl1.8g) 88.83 2.15 4.20 0.79 0.01 0.27 0.21 96.46 
地以1(対照、〕 81.47 2.52 8.05 0.01 0.72 0.86 93.63 
3・5 考 察 料二j二嬢の外観が均一的であることから，その全鼓Cl40
Table 3に示されるとおり， 2号墓の土嬢から出こと g)に対して平均合;盈を約3%とすれば4g余りとな
した査内の赤色顔料物資lこいの水銀朱の会量%は，最も る.ここでは，数つまみ盤の水銀朱が被葬者に献ぜら
自の細かし、ふるい (50号:0.3m剖〉を通過した A れ，それが木棺の腐食後床面で拡散したものと考えら
分画部分 (9.0g)では24%(2.2g)に達し， l-B れよう.4号纂からのHgS検出量は，試料3の試料土
分画部分 (9.2g)では22%(2.0g)となり，最も防 接最初Eに対して王子均合設を1.5%とみれば， 0.9gと
の粗いふるい (8.5号:2. Omm)を通過した 1-C分断 なってほんの一つまみ程皮の少量と考えられる.
部分 (5.6g)でも， 8% (0.5g)を示すことがわ ところで， 3汚纂， 4号墓のゴニ綴床開土滋は，対照
かった.なお，上記のふるい分けの擦に， 2.0闘のふる の地w土控室のごと質分析の結果と比べ，その Fe203成分
い自のよに残った大粒の砂粒にも，徴かに水銀朱の付 合設に援のないところから， 3 J号墓， 4~墓では，赤
若が%られるが，この砂粒は発掘調査特に査を滋って 色顔料として HgSのほかに Fe203の合盈の高い別緩
いた高杯な取り徐いた際，混入した地山土壊とみられ 赤土が，ベンガラとしての使途をもって使用されたこ
る(発掘調査者談〕ものであるので，この分砥部分の とは考えられないことが明かになった.
水銀朱;径は考慮の外におくこととした.かくして，置を 以上の所見を総括すれば，すでに 2・3の判定にお
内赤色顔料物質中の水銀朱の総長:は4.7gになる.た いて触れたように，弥生時代終末期の丹後地方墳丘墓
だ，水銀朱 (HgS)の比震は8.1であるから，その谷積 の家父長的な埋葬施設における，葬送儀礼時に際して
(cni)は震設に対しては約 1/8に減少してしまうの の水銀朱の使用去をの概f設が，はじめて提出されたこと
であって，査内に納められた水銀朱は容法的には0.58 こなる.
cniとなり，わずか数つまみの最となる.その水銀朱 1987年に，筆者らは，兵路y芸揖保郡鋳保)1摺Iの丘陵
が，何倍盈かの，おそらく赤ごとと混ぜて査室内に収めら 上に所在する半田山第 l号墓の第1:=l三休部箱式水中古痕
れたと考えられる.一方， 3号慕土綴第 l主体部木棺 跡の土機*liのこと壌1300g中から， 8.7 gのHgSの存
主主跡の床蘭部からの水銀朱の検出滋は，提供された試 在宅ピ報告し，弥生時代後期~古漬時代前期の地域小首
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長慕における，水銀朱使用の突態に関する初めての資
料3を提供したのであるが，今回の定量結泉はそれに
次く、、ものである.弱者は近畿地万の瀬戸内，日本海の
それぞれの側における各 l例ではあるが，その地方廷
にもかかわらず，J万五tに相通じる数値をぶしたこと
は，極めて興味のある匁l見であると7言えよう.今後こ
の穏の分析例が増え，考古学的資料が盤かになること
を望むものである.
おわりに，今回の分析実験に終始熱心に協力された
本学薬学部学生，切河誌を美， fi白 真紀子，田中1佐子，
の諸君ヨの労に深く感謝いたします.
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京都府与謝郡野間}IUげに所在する西谷墳墓群で，弥
生時代終末期の数蕊の木特捜葬の遺構と遺物(査内赤
色顔料)から，かすかに水銀朱が検出された.それら
の水銀糸について， HgSの総量念日g2+のジチゾン・
クロロホノレム淡による吸光光度定益法を適用して定iま
した.その結采， 4.7gと4gの飽が得られたが，これ
は， ~U寺の日本海側の小股裟において，葬送儀礼に使
用された水銀糸jitの災態を示す初めての資料である.
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